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テーマⅢ 温室効果ガス排出、実質ゼロを目指して 

～「ゼロカーボンチャレンジ」 

   エコな未来に向けてできることから始めよう!!～ 

意見交換の 

テーマ内容 

 この夏、全国各地で起きた線状降水帯の大きな原因は地球温暖

化だと言われている。 

 富士市は令和３年４月に2050年二酸化炭素ゼロを目指し、富士

市ゼロカーボンシティ宣言を行った。私たちに何ができるかを市

民と考えたい。 

市民の意見等 取り組む中でこういうことをやってほしい等のご要望や富士市へ

の提案はありますか？ 

・ごみの分別など分かりやすく、確実に伝える努力（実際のごみを

使って、分別をすると伝わりやすい）  

・コンポストのＰＲをもっとする。 

・市民の減らす努力、増やす努力を行政がもっとサポートする。 

・アプリを利用して、歩いてエコと健康を両立する。 

・マイボトルについて、市内に専用の給水所を設ければ便利だし意

識向上につながる。 

・再生可能エネルギーのメリット・デメリットの検証をする。 

・太陽光発電の有効利用とバイオマスガス発電の拡大 

・富士市にあった小規模エネルギーの促進 

・蓄電池の研究への補助 

・電気自動車購入の補助 

・自転車の利用を促進する道路整備 

・自転車置き場の整備 

・移動手段については既に、自転車を積極的に利用しているが、公

共交通エリアが少なくなり、デマンドタクシーなどの利用につい

ても今一つ利用の仕方が分からない。 

・紙のリサイクルの効率化、富士市ならではの施策をする。 

・森林についても、ＣＯ２吸収の効率の良い森林整備や公園緑地を

進め、木陰を増やして利用促進とＣＯ２削減を両立する。 

・フードロスをなくすために手前取りを推奨する。 

・人と人、人とモノ、人と会社などをつなげていく。 

・家庭菜園の推奨は得になることが多い。 

要望・提言等 

（まとめ） 

・ごみ分別を分かりやすく（特にプラスチック）すべき。 

・ふじ健康ポイント（グッピーヘルスケア）のようなポイントを

ためるとプレゼントがもらえる事業を充実させる。 

・マイバック、マイボトルの活用をさらに進めてほしい。 

  


